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【 請 求 項 ３ 】
　
　

　
　

【 請 求 項 ４ 】
　

【 請 求 項 ５ 】
　

　

金 属 用 研 磨 液 中 で 被 研 磨 物 表 面 の 金 属 膜 の 少 な く と も 一 部 を 研 磨 す る こ と に よ り 除 去 す
る 化 学 機 械 研 磨 方 法 に お い て 、

化 学 機 械 研 磨 速 度 が １ ０ ０ ｎ ｍ ／ 分 以 上 で あ り 、 か つ 、
エ ッ チ ン グ 速 度 が １ ０ ｎ ｍ ／ 分 以 下 で あ る こ と を 特 徴 す る 化 学 機 械 研 磨 方 法 。

上 記 金 属 膜 は 、
銅 、 銅 合 金 、 銅 酸 化 物 、 及 び 、 銅 合 金 酸 化 物 の う ち の 少 な く と も い ず れ か を 含 む 請 求 項

１ 記 載 の 化 学 機 械 研 磨 方 法 。

上 記 被 研 磨 物 は 、
表 面 に 、 銅 、 銅 合 金 、 銅 酸 化 物 、 及 び 、 銅 合 金 酸 化 物 の う ち の 少 な く と も い ず れ か を 含

む 金 属 層 を 備 え る 積 層 膜 を 備 え 、
上 記 研 磨 方 法 は 、
上 記 積 層 膜 か ら 、 上 記 金 属 層 の 少 な く と も 一 部 を 除 去 す る 方 法 で あ る 、 請 求 項 １ 又 は ２

記 載 の 化 学 機 械 研 磨 方 法 。

上 記 金 属 用 研 磨 液 が 実 質 的 に 砥 粒 を 含 ま な い 、 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の 化 学 機
械 研 磨 方 法 。

金 属 膜 表 面 に 物 理 的 吸 着 及 び ／ 又 は 化 学 的 結 合 を 形 成 す る こ と に よ り 保 護 膜 を 形 成 す る
化 合 物 で あ る 第 １ の 保 護 膜 形 成 剤 と 、

エ ッ チ ン グ 速 度 を １ ０ ｎ ｍ ／ 分 以 下 に 抑 制 す る の に 必 要 な 上 記 第 １ の 保 護 膜 形 成 剤 の 添
加 量 を 減 少 さ せ る 化 合 物 で あ る 第 ２ の 保 護 膜 形 成 剤 と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 金 属 用 研 磨
液 。



【 請 求 項 ６ 】
　
　

【 請 求 項 ７ 】
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上 記 第 ２ の 保 護 膜 形 成 剤 は 、
上 記 第 １ の 保 護 膜 形 成 剤 が 保 護 膜 を 形 成 す る の を 補 助 す る 化 合 物 で あ る こ と を 特 徴 と す

る 請 求 項 ５ 記 載 の 金 属 用 研 磨 液 。

酸 化 剤 、 酸 化 金 属 溶 解 剤 、 第 １ の 保 護 膜 形 成 剤 、 第 １ の 保 護 膜 形 成 剤 と は 異 な る 第 ２ の
保 護 膜 形 成 剤 及 び 水 を 含 有 し 、

上 記 第 １ の 保 護 膜 形 成 剤 及 び 上 記 第 ２ の 保 護 膜 形 成 剤 の 組 み 合 わ せ は 、 金 属 の 化 学 機 械
研 磨 速 度 を 維 持 し た ま ま エ ッ チ ン グ 速 度 を 抑 制 す る こ と を 特 徴 と す る 金 属 用 研 磨 液 。
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